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 情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
　脳研究から得られる情報は、医療現場や教育など様々な分野への応用が期待されている。2008 年1月、










機関である米国カーネギーメロン大学と ATR が 2
年間にわたり共同開発してきた等身大のロボット
である（図表 2）。今回、新たに生物の歩行を参考
にした歩行制御手法を導入し、制御用に中枢パター
ン発生器を開発し、ロボットに実装した。また、ロ
ボットの全身に 51 の関節の自由度を持たせている。
参　考
（独）科学技術振興機構 (JST)のプレスリリース：
http://www.jst.go.jp/pr/info/info461/index.html
出典：参考資料
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図表１　実験構成図
図表２　今回開発されたヒューマノイドロボット
出典：参考資料
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